
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 １２月２５日（木）まで 図書館１階森のコートで「もうすぐ、クリスマス」と題した絵画展が行われています。
今回は当館利用カードに印刷されている絵の原画「塩尻の秋」も展示されています。見慣れたはずの絵柄ですが、
この原画では一筆一筆のタッチまで見ることができます。カラフルな今村氏の絵画の数々をぜひご堪能ください。 
 

 

 

 原画をご覧になって手元に置きたくなった方！期間中の土・日・祝日(午後２時～３時)は、えんぱーくらぶのみな
さんによる今村氏のグッズ販売をいたします。７０余種類の「ポストカード」や年末年始に役立つ「グリーティン
グカード」、各種「絵画集」にバッグなどの「布製品」・・・と種類も豊富です。（平日はご予約を承ります。） 

 

 

 

  

平成２６年１２月１日 

塩尻市立図書館発行 

（図書館だより６５号） 

Facebook でも 
情報発信中！ 

 

図書館だより

 
 平成２３年６月１日 

塩尻市立図書館 

発行（１号） 

長期休館に伴う臨時措置として、次の期間、特別貸し出しを行います。 
どうぞご利用ください。 

１２月１５日（月）～１２月２８日（日） 
貸出点数：２０点（うち、視聴覚資料は通常通り４点まで） 

※貸出期間２週間は変更ありません。 

 

日時： １２月１４日 午後１時３０分から  

場所： 塩尻市市民交流センター(えんぱーく) ３階 多目的ホール 

対象： 小学生以上（要申込・先着４０名） 

申し込み： お電話または図書館本館のカウンターで直接お申し込みください。 

塩尻市立図書館は次の期間中、休館いたします。 

ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。 

図書館休館中のご返却は、各図書館入口に設置したブックポストをご利用ください。 

ＣＤ・ＤＶＤ等の視聴覚資料や、塩尻市外の図書館から取り寄せた資料は開館中に 
カウンターまで直接お持ちください。 

これが｢利用カード｣原画 
「塩尻の秋」です。 展 示 

グッズ販売 

今村氏絵画教室 
 
キミも今村先生の弟子になろう！ 

イラストレーターで、塩尻市立図書館の利用カードのデザインも手がけている
今村幸治郎氏の絵が師走の図書館を飾っています！ 



 
 
 

 

 評論家で麗沢大教授の松本健一氏が２０１４年１１月２７日、がんのためお亡くなりになりました。享年６８歳。 

 群馬県生まれ。東大卒。会社勤務を経て法政大大学院在学中に「若き北一輝」を刊行して脚光を浴びました。京
都精華大教授、麗沢大比較文明文化研究センター長などを歴任なさいました。 
 
 ２０１３年５月には「本の寺子屋」講師としてえんぱーくにお越しくださり、「佐久間造山、島崎藤村、丸山眞男
－または信州と海」と題してご講演くださいました。表題にある信州ゆかりの偉人について、当時の歴史的情勢や
ご講演時の大河ドラマ「八重の桜」、ご自分の著書の執筆時のお話も交えてお話しいただきました。 

 

 松本氏を偲びまして、ただいま図書館本館１階 新着書コーナー横 に松本氏の著作
を集めて展示しております。 

 これらの本を拝見しましても、政治から思想、宗教までと松本氏の幅広いご活躍を
知ることができます。ぜひご覧ください。 

 

 松本氏のご冥福をお祈りいたします。 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
…本館休館日   …分館休館日 

 

○  …祝日開館 
  

12 月の本館休館日は、 

3 日､10 日､17 日､24 日､29～31 日です。 

編集・発行  塩尻市立図書館 

〒399-0736  塩尻市大門一番町１２番２号 

電話（0263）53-3365  FAX（0263）53-3369 

http://www.library-shiojiri.jp/ 

＊編集後記＊ 

１１月後半から森のコートでは今村幸治郎氏絵画展開催

中。展示に先立って届いた絵画の梱包を開けると、心がウ

キウキする色彩と、親しみが湧くキャラクターがキャンバ

スで見せる笑顔。心がホッコリ温かくなる絵を直接見られ

るこの貴重な機会をお見逃しなく。 

  

約一年前、私が塩尻市立図書館で初めて教えてい

ただいたのが返本という仕事でした。皆さんに返却して

いただいた本などを所定の書棚の位置に戻すというも

のなのですが、私はこの作業が好きです。館内を歩き

まわることになるので大変な面もありますが、返本を行

っていると毎日見ていたはずの棚でも、「こんな所にこ

んな本があったんだ」や「この本面白そうだなー」といっ

た楽しい発見があります。単調ですが、図書館にある

膨大な数の資料から目的の資料を探せるようにするた

めにも大切な作業です。本などの場所がわからない、

調べたいことがあるけど何処をみたらいいかわからない

等、お気軽に職員に声をおかけください。本と皆さんを

繋ぐお手伝いが出来るよう、これからも日々励んでいき

たいと思います。                  （杉山） 

 
 

 


